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令和　４　年度　　学校評価書　　　（実施段階）

福岡県立　　　　筑豊高等　　学校

学校関係者評価

学校運営方針

スクールミッション:
「新しい時代に対応した人材を育成し、社会をリードする学校」
  商業・家庭に関する専門的な学びをいかし、地元商店街での販売活動、商業施設でのファッションショー、直方市との協働による子育てサロン開設など、地域産業界、行政と連携した教育活動を展開することで、地域
社会へ貢献できる商業・家庭分野の専門家を育成
　（１）あきらめず最後までやり通す、学ぶ意欲の高い人材（知）
　（２）礼儀を重んじ、相手を思いやる豊かな心をもった人材（徳）
　（３）困難なことにも忍耐強く挑戦する体力と、くじけない心をもった人材（体）
　（４）地域社会を支え、地域社会に貢献できる人材（地域創生）

自己評価
学　校　運　営　計　画　（４月）

昨年度の成果と課題 年度重点目標 具体的目標

　本校は、筑豊地区唯一の専門高校であ
り、入学時から「社会に出るための力を
身に付けること」を目標として、教室で
の学習と共に様々な体験活動を多く取り
入れた「実学」重視の学習により、卒業
後は地域社会を支え、地域社会に貢献で
きる（地域創生）人財となるべく教育活
動を推進している。ただ、近年、入学者
が定員に満たない現状が続いていること
については真摯に受け止める必要があ
る。
今後、変化の激しい時代を生きる生徒た
ちが､社会の中で活躍できる資質・能力を
育成するためには､今年度から始まる新カ
リキュラムの実践と授業改善にかかって
いるといっても過言ではない。学習活動
において、教員による一方通行の授業か
ら､ 生徒自身が主体的･能動的に参加する
授業改善に取り組んでおり、資格の取得
だけではなく、「何ができるようになる
のか」、「どんな力が身につくのか」を
わかりやすくメッセージとして発信して
いく必要があり、個に応じた適切な指
導、きめ細やかな指導を継続し、それぞ
れの生徒の持つよい点を大いに伸ばすカ
リキュラムの工夫・改善が求められる。
　こうした課題を解決し、地域産業界を
支える職業人を育成するには、外部機関
との連携を深めるとともに、個別最適な
学び、協働的な学び、ＩＣＴの活用等を
組み合わせた「本校独自の教育」を模索
していく必要がある。
　今まで以上に「実学」を重視した実践
的・体験的な教育活動を推進し、本校な
らではの「特色ある教育活動」や実績を
中学校、地域等へ積極的に発信し、専門
高校としての魅力や強みをアピールする
場を設定していくことよって、「選ばれ
る県立学校」につながると考える。

(1)基礎学力の定着及び主体的に学ぶ意欲の育成
・基礎的・基本的な学力の定着を図り、ＩＣＴ活用や習熟度・ＴＴ・ＡＬ型授業などを通して思考力を高め、主体性を引き出す授業改善に取り組む。また、教科内連携
による指導法の共有及び公開授業等を活用した教員のスキルアップを図り、個別最適な学びと協働的な学びを推進する。

(2)新カリキュラムの実践と観点別評価の研究
・起業家教育等の視点にたち、「どのように学ぶか」という学びの質を重視した教育活動を実践し、新しい時代に必要となる資質・能力を育成する。また、教科等横断
的な視点に立ち、カリキュラムマネージメントを推進し、観点別評価を充実させ、授業の充実・改善を図る。

(3)鍛えて、ほめて、生徒の可能性を伸ばす教育活動
の実践

・部活動・生徒会活動・ボランティア活動等を通して、自尊感情、コミュニケーション能力、チャレンジ精神を育成し、効果的に「ほめる」ことによる自己肯定感や達
成感を向上させる。

(4)キャリア教育の徹底
・自己の進路を切り拓くキャリア教育を充実させ、成人年齢引き下げによる社会に主体的に参加する態度と能力を育成するとともに第１希望進路実現を目指す。また、
３年間の計画的・継続的なキャリア教育を構築し、個に応じた進路実現を支援する。

(5)地域貢献活動の推進
・専門教育や産業教育を活用した実学の実践を展開し、コミュニティ・スクールの導入に向けた具体的な体制づくりを行う。地域創生をテーマに、本校の専門性を活か
して地域社会への貢献活動を行い、地域に密着した学校づくりを行う。

(6)積極的な情報発信
・募集人員の定数確保に向け、早い時期から計画的に中学校訪問やオープンスクール等を行うとともに、ＳＮＳ等による広報活動を更に充実させ、専門高校の強みや魅
力を様々な場面でアピールする。

(7)安心安全な学校の環境づくり
・多様な教育活動から生徒相互の理解と尊重を促し、生徒一人ひとりが安心・安全で居場所のある学校を作るため、多様性を認め合い、自他の人権を守ろうとする実践
力・人権感覚を育成する。また、学校・家庭・地域と連携し学校環境の整備を図る。

(8)働き方改革に基づく教職員の意識改革及び業務改
善

・教職員一人ひとりが、やりがいと充実感をもって教育活動に取り組めるよう、管理職のリーダーシップのもと、校務におけるＩＣＴ化を推進し効率化を図り、「チー
ムで行う」意識を浸透させ、情報共有と協同により業務を推進する。

学　事　部

教務

情報研修

基礎学力の定着及び主体的に学ぶ意欲
の育成に向けた観点別評価の研究

各教科に各科目の年間指導計画とともに学期毎の評価シートを提出してもらう。

A

A

遅刻指導を見直し、各学年と連携した指導を行う。
B

出欠入力方法の変更に合わせたオペレーションを構築する。

他分掌と校務支援システムの操作情報を共有する。

遅刻数の抑制

具体的目標 具　体　的　方　策 評価（3月）

授業訪問シートを活用し、授業改善のための情報共有を行う。

読書活動活性化・図書室利用者数増加

図書委員会による読書活動の推進活動を、図書だよりや校内放送等を活用して実施する。

A

　転学や退学する生徒に対し
て十分に話し合った上で必要
な支援を行っていただきた
い。

　特別な支援を要する生徒に
対して手厚い指導をSC、SSW
と連携し、誰一人取り残さな
い個別最適な生徒指導を推進
することによって転退学のな
い信頼される学校づくりに努
めてほしい。

年度当初に、学年集会で教務からの成績評価の説明を行い、授業で授業担当者からの成績評価について説明を行っ
てもらう。
各学期の成績を統計的に分析し、次年度の評価について研究する。

統合型校務支援システムの活用

教務規定に合わせた成績処理オペレーションを構築する。

A

生徒・職員のＩＣＴ活用推進
職員研修でChromebookを活用し、授業等での使用に役立てる。

BGoogleClassroomを授業用・緊急連絡用に整備して活用する。
職員間における業務連絡等に学校ポータルサイトを積極的に活用できるよう整備する。

校務支援システムを使い、出席状況の情報を共有し、指導に役立てる。

職員研修・研究授業の充実

ＩＣＴに関する研修会を全体で３回実施し、希望者を募った研修会も企画・実施する。

A相互授業訪問週間を実施し、各自の授業改善につなげる。

落ち着いて読書をする時間を設けるため、朝の５分間読書を実施する。

多読チャレンジコンテストを実施し、図書室利用者増加につなげる。

・ICTに関する研修会をステップアップする。職員のＩＣＴ活用能力の
指標を「できる・ややできる」を100％にできるよう、苦手項目を重点
的に実施する。また、ＩＣＴ活用により、生徒・職員に関する調査を効
率化して作成や集計がスムーズにできるようにする。
・研究授業のあり方について検討し、相互授業訪問週間・授業訪問シー
トの活用をすることで授業改善につなげる。
・新年度の始まりから一人一台端末やGoogle for Educationの活用がで
きるよう、体制をつくる。

B B

　
　自己評価は

　　　A　：　適切である

　　　B　：　概ね適切である

　　　C　：　やや適切である

　　　D　：　不適切である

成果と課題・次学期以降の取組等

・新旧の教育課程に対応するため校務支援システムの準備を行う。３年
生部分の成績評価については本年度のシステムを修正して使用する。
・各学年と情報共有を推進し、連携した遅刻・欠席の指導と抑制を図
る。
・担任や教科担当による校務支援システムへの入力を適宜行うよう各学
年朝礼時に声掛けを行う。このことにより、遅刻・欠席の把握や欠課時
数の確認を的確に行っていく。
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A教育相談委員会で十分な情報交換を行い、生徒の支援へと繋げる。

障がいを有する生徒に関しての、合理的配慮について検討を行う。

特別な支援を要する生徒への支援

全職員より気になる生徒に関しての情報を広く収集し、特別支援コーディネーターと十分な連携を図り、生徒支援
を行う。

学事部

修学

生徒が安心安全な居場所としての学校
の確立

生徒情報の収集集約に努め、いじめ問題対策兼教育相談委員会で検討された内容を、全職員で認識共有し、いじめ
や差別の予防と早期発見体制を確立する。

A
生徒の人権感覚の醸成とともに、教員自身が人権感覚を意識し、発言・態度に十分留意し、見直しを行う。

職員同士が相談しやすい環境や雰囲気作りを行う。

毎月のアンケートを活用し、生徒と十分に面談を行い、人間関係や安心感の構築を行う。また、長期休業明け個人
面談の情報を収集し、問題解決へのサポートを行う。

就・修学保障、進路保障の充実

経済的に就・修学が困難な状況にある家庭に対して、担任・学年や各部課と連携を行い情報収集や、手続きのサ
ポート等を行い、生徒の学習環境充実の一助とする。

理由のはっきりしない欠席者に関して、担任・学年や各部課と十分な連携を行い、積極的に家庭訪問を行う。不登
校や問題行動に対しては、その経過や背景について、定期的に学年会議等で情報交換や協議を行い、問題の解決に
あたる。

それぞれの生徒の状況等を考慮した上で、転・退学者数を最小限に抑える。

生徒育成部

生徒指導

保健厚生

情報共有及び各部等との連携による生
徒指導力の向上

規範意識（校則を守る、時間を守る等）の確立による問題行動の未然防止のために、関係分掌との連携を図る。

A

A

B
本校ならではの広報活動（筑豊高校公式キャラクター等）を展開して、筑豊高校の魅力を伝える取り組みを創意工
夫して行う。
生徒会執行委員の会議や研修を行い、学校を牽引するリーダーとしての自覚を与える指導を行う。

心身共に健康な生徒の育成を図るとと
もに、事前予防と事後措置の徹底

学校行事の活性化

新型コロナウィルス感染症対策の徹底を図り生徒達が何事にも挑戦し、より一層帰属意識を高めるために生徒一人
一人が活躍できる環境を整える。

A
新たな伝統を築き、継承していくために、最上級生を中心に学校行事（ブロックマッチ）を実施する。

生徒会（執行委員会、専門委員会、特別委員会）が中心となって生徒主導で行事を行う。

生徒会活動の充実

生徒の意欲、関心の向上を図るために、生徒会活動や部活動の結果報告等の広報活動を充実させる。

保健室来室状況を管理職や学事部長、学年主任に提示し、生徒の心身の健康課題を分析・把握する。

A
健康診断の意義を全生徒に周知させ、健康診断受診率・医療機関受診率を１００％にする。

校内外との連携を図り、チームとして効果的に対応する。

学校感染症の拡大防止や感染対策を徹底する。

　コロナ禍で学校行事にPTA
が参加する機会が少なかった
が、Withコロナの時代とな
り、PTAが参加できる工夫を
してほしい。

　個別最適な生徒指導の実現
により不登校や中途退学を未
然防止するよう希望します。
　
　新型コロナウィルス感染症
対策に向けてのWithコロナの
取組を推進してほしい。

校則違反者等に対する指導において、その反省はもとより再発防止の視点に立ったきめ細かい指導を図る。

様々な事案に対して、迅速・正確・丁寧な指導を行うことで統一化を図り、すべての生徒に対して平等な指導を行
える環境を整える。

清掃活動に対する意識の向上と環境美
化の徹底

毎日の清掃活動への取り組みを向上させる。

A校内美化に対する意識の向上を図る。

必要な清掃用具を揃え、快適に清掃できるようにする。

食堂との連携を図り、食育の向上とと
もに健康増進の強化

「食堂のメニュー表」を全クラスに掲示し、食事への興味関心を持たせ、健康でいることの重要性を図る。

A食堂の職員巡回を行い、感染症対策を徹底する。

保健便り等を用いて、調理師の紹介や食育に関する内容について情報提供する。

保健・美化委員会活動の活性化の推進

健康診断補助などの保健活動やクラスマッチでの救護活動、文化祭での展示発表を通して、保健委員会活動の活性
化を図る。 A
キャンパスクリーンアップや清掃活動を通して、美化委員会活動の活性化を図る。

ｷｬﾘｱ教育

就職

進学

　キャリア教育の推進
　（社会的・職業的自立に向け基盤と
なる能力や態度の育成）

日常的マナー（身だしなみ・挨拶・言葉遣い等）や学校生活（出欠・成績・部活動等）に対する意識の向上を図
る。（性格を磨き人間的魅力を高める）

A

　進学指導の充実
　（将来の職業を見据えた
　　進路指導・基礎学力の定着）

進学学習の充実（進路先説明会、ガイダンス、小論文指導、英単語学習等）

B

早期離職の防止のため、ミス
マッチの解消や離職の理由を
分析する必要がある。

　企業説明会は離職防止に役
立つので1年次など早期に実
施し回数も増やしていくこと
が有効である。

　大切なことはメモする習慣
を身につけさせてほしい。手
帳は時間を管理することに有
効で企業でも多く導入されて
いる。

専門高校としての武器となる資格取得を目標に積極的に検定課外の受講を促す。（卒業後のスキルアップ・生涯学
習への意識付け）

学年固定の体系的学習（新聞記事による時事問題学習、作文課題）

　就職指導の充実
　（進路意識の向上、職業観の
　　育成）

進路学習を実施する。（講話・ガイダンス、面接指導、適性検査、就職関係模試）

B学年と連携し、インターンシップを実施する。（職業観・人生観の醸成）

企業訪問を実施する。（卒業生の近況把握・求人動向・企業情報の収集）
社内見学や合同企業説明会等に積極的に参加する。（求人開拓、本校のＰＲ）
職業安定所と情報を共有し、就職支援を強化する。

B
学年と連携してオンラインを含めたオープンキャンパスや学校説明会に参加をさせる。（各学校のアドミッション
ポリシーを知り、自分の目標と比較検討をさせる）

日本学生支援機構奨学金を含めた進学支援体制の充実を図る。（経済的な面での選択肢を広げる）

・修学課と学年主任、担任と連携を密に取り、中途退学生徒の防止に向
け原因を把握し、早期の支援を行う。
・毎月行っている学校生活アンケート。いじめアンケートの内容項目を
適宜見直す。また、別に「心配ごとアンケート」などを検討し試行して
いく。
・人権ホームルーム計画の見直し、学習指導案のデータベース化を行
う。
・人権教育や保護者対応など、教員の研修を行うとともに意識調査を行
う。
・教員同士が職員室で生徒について話しやすい環境を作る。
・修学課と特別支援コーディネーターの連携を図り、支援を要する生徒
の情報を共有する。
・学力不足の生徒が「できた」と思える基礎学力をつけさせるため、関
係分掌と連携して対応策を検討、実施していく。
・経済的に支援を要する家庭の情報共有を行い、関係機関と連携しなが
ら支援方法考え、生徒の学校生活が円滑になるようにする。

　生徒一人ひとりが安心・安
全で居場所のある学校をつく
るため、多様性を認め合い、
自他の人権を守ろうとする実
践力や人権感覚を育成してほ
しい。

・特別指導に関する減少傾向の背景には、平素からの教育活動が関係し
ている。未然防止の観点を今後も念頭に置き、学年、分掌等と連携した
きめ細かな指導をの次年度以降も継続していく。
・今年度より始めたブロックマッチは、３年生を中心に企画、立案、実
施、反省といった成功への課程を理解し取り組み、概ね成功したといえ
る。次年度以降、各分掌との連携を図り実施していきたい。
・生徒会役員や部活動生が、学年のリーダーとしての自覚を持ち、その
責任を果たしてきた。今後もそのような教育をしながら、広報活動（イ
ンスタグラム等）も充実させ、発信していきたい。
・新型コロナウイルス感染症対策を、様々な状況下の中で迅速かつ丁寧
に発信することができた。安心・安全な環境作りを今後も実施していき
たい。

・健康観察の項目、各自ハンカチ持参を呼びかけているが、まだまだ徹
底できていない。
・悩みや不安を抱えている生徒だけでなく、教職員の心身の健康という
観点から、スクールカウンセラー・スクールソーシャルワーカーの面談
を全職員行うよう計画する。
・キャンパスクリーンアップでは、清掃の動機づけにはなったが、日常
的に継続することが定着してないようであった。次年度は、キャンパス
クリーンアップを学期に７回不定期に行う。（２学期も同様）

就職課
・県内外の有名企業に挑戦するためには、基礎学力（特に国・数）の定
着が必要である。
・進路の選択肢を広げるため、県外の有名企業や職種等の情報提供を積
極的に行う。
・他分掌と連携し、全ての教育活動を通して体力と精神力を鍛え、早期
離職防止と社会で長く活躍できる人材を育成する。
・新規に開拓した企業との信頼関係を築く。
進学課
・推薦・総合型選抜入試において、今後基礎学力テストが増えていく中
で、長期的な取り組みが必要となる。
・四年生大学入試で、今年度、商業校長会推薦制度を活用できた。来年
度以降も周知し積極的に活用していきたい。
・学生支援機構の奨学金説明をネットを利用し、スムーズに行うことが
できた。
全　体
・１年次から面接指導、進学・就職ガイダンス、工場見学等の機会を作
り、早くから進路意識を高める。
・卒業後、社会環境にうまく適応するためには、コミュニケーション能
力や指導に対して素直な姿勢で対応する態度を身につけることが重要で
ある。
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企画広報

企画

広報

教育活動を円滑に行うため働き方改革
を意識した業務の企画・運営

効果ある教育活動を実施するために、行事については早期の取りまとめを行う。昨年度のＰＤＣＡをもとに業務改
善に取り組む。

B

他の分掌や学年とも連携をし、情報の発信を積極的に実施する。

中学生の保護者・生徒・教員に本校の
魅力を伝える広報活動の実施

中学校訪問についてはデータ分析に基づき効果的な実施を行う。

B

学校ホームページやＳＮＳを
活用した広報活動を充実させ
る。
　広報特命チームの活動によ
りインスタのフォロワー数は
増加したが、収穫と同時に課
題も明らかになりました。人
に焦点をあてたドラマが人の
心に刺さります。深い情報発
信を期待しています。

ＰＴＡ・同窓会との連携を図り、コミュニティスクールに向けた体制作りを実施する。

メールシステムの加入率を１００％とし、保護者へのメール配信を積極的に行う。また、ホームページにも保護者
への案内文書を掲載し、ダウンロードなどを可能とする。

ＳＮＳ・ホームページ・動画コンテン
ツを活用した広報活動の実施

ＳＮＳの効果的な活用を図るため、情報発信を積極的に実施する。

A地域での活動では本校の教育活動を伝えるために積極的にホームページ等で告知を行う。

A学校案内やパンフレットを工夫し、本校の魅力を伝えられる広報物を制作する。

体験入学をより魅力的なものとし、中学生が来校できる仕掛けづくり（個別の授業体験）などを企画する。

地域とともにある学校づくりの推進

学校行事にはプレスリリースを発信し、マスコミの取材等を通して本校の教育活動を県民・中学生に知ってもら
う。

B両学科と連携し、授業内容の公開などを実施する。

体験入学や学校公開期間では保護者や地域の方にも本校の魅力的な授業を伝えることができるような仕掛けづくり
を実施する。

総合
ﾋﾞｼﾞﾈｽ科
ﾋﾞｼﾞﾈｽ
情報科

基礎学力の定着及び主体的に学ぶ意欲
の育成

生徒個々の習熟に応じた柔軟な学習形態を展開し、理解を深める。

A

A

A
直方市、地元企業、地域各団体や住民の方と連携し、地域の活性化に協力をする。また新商品開発は協力を得て学
びを深め、地域から愛され期待される人材を育成する。

商業施設における販売実習や、商店街や地域の催事などの販売活動を、予防対策を行い、「販売力」「コミュニ
ケーション力」「実践力」「経営力」などを養う。

　地域社会を支え、地域社会
に貢献できる生徒を育成する
ことを期待する。

　外部講師の利用など、地域
の教育力を積極的に取り入れ
てほしい。

電子黒板、タブレットなどのＩＣＴ機器の積極的活用、アクティブラーニング等を導入し、よりわかる授業を行
う。

授業の充実とともに、検定受験希望者に対して、検定前課外や個別指導等を実施する。資格取得することで理解度
を可視化し、生徒のやる気や自信に繋げる。

新カリキュラムの実践と観点別評価の
研究

基礎科目を重視し、基礎・基本力をつけるための指導を徹底する。

A
起業家育成のため、外部講師による講義やグループ協議等を多く取り入れ、視点や知識・技術の育成を図る。ま
た、科目担当教員の科目間連携を図りながら効果的な指導の充実を図る。

専門科目の特性に副った観点別評価基準を作成する。

地域貢献活動の推進
および積極的な情報発信

行事や学習内容等の特色ある取り組みを周知するため、積極的な広報活動（中学校訪問や地域イベント参加やＨＰ
掲載等）を行う。

生活
ﾃﾞｻﾞｲﾝ科

基礎・基本を重視した教科指導

科目の指導目標・内容を明確にし、科目・教科間の連携を取り入れた指導の充実を図る。

B

B

Bホームページを充実させて、特色ある教育活動等、学科の活動に関する情報を積極的に発信する。

各種地域イベント等に参加することで、学習成果発表の場を設定するとともに企業等との協働活動をさらに発展さ
せる。

専門学科としての特色ある教育活動の
強化・深化

社会人招聘事業を効果的に活用するためにも、年間指導計画において時期や目的を明確にする。

A
校外研修を学年別専門科目の教育目標やキャリア教育と関連づけ充実させるとともに、地域イベントへ参加する生
徒が主体的な活動となるように支援する。

文化的行事では各グループ（被服・保育・食物）活動を充実させるとともにリーダーの育成を図る。

地域（幼・小・中学校含）への広報活
動の充実

学校訪問・出前授業・学校説明会等に、積極的に参加するとともに、学科紹介プリントなども作成する。

　４冠取得全国２位、県内で
は６年連続１位は素晴らし
い。
　指導する教員のワークライ
フバランスのとれた働き方改
革を推進する必要がある。

家庭科技術検定等、各種検定への取り組みに当たり、専門科目の指導計画と学科活動を連動させながら、知識・技
術の定着を図る。

新学習指導要領に対応したカリキュラム、指導内容、観点別評価基準を作成する。

・新教育課程に対応した指導計画や、評価計画・評価基準の作成を行っ
たが、改善点が多く見られた。特に実習科目においては指導内容と評価
を一体化させて授業展開を進めていけるようにする。
・新型コロナウィルス感染症の関係で、検定や社会人招聘授業、校外活
動に制限があり日程調整等に時間を要したが、ほぼ予定通り実施でき
た。次年度も実施方法や時期を十分検討する必要がある。
・地域連携を始めとする校内外での特色ある教育活動は、教育効果はあ
るが土日開催となり、負担が多くなっている。次年度は内容を精査して
精選をしていく必要がある。
・広報活動は、学校のインスタグラムへの行事や学習風景、特色ある教
育活動を随時投稿するとともに、生活デザイン科の活動紹介パネルや
ファッションショーポスターなどを作成し紹介することができた。ホー
ムページは、より新しい情報等中学生や保護者、地域の方々に分かり易
く提供できるように工夫する。

・分掌の会議を実施できず、情報の共有が図れなかった。次年度は定期
的に会議を行うことで業務の割り振りをしっかり行う。
・ＰＴＡ活動については、学校全体の取組となるような体制を構築す
る。

・広報戦略会議を立ち上げ、効果的な広報活動ができた。体験入学につ
いても２回実施し、大幅に参加者数を増やすことができた。次年度は中
学校情報を４月の上旬に取得し、より戦略的な広報を実施する。今年度
は新たにポスターの作成など取り組むことができた。本校を中学生に認
知してもらえるようコンテンツの作成を行う。個別の体験入学について
は早い段階で告知し、参加者数を増やす。中学校の出前授業はタブレッ
トの導入により活用した授業を今年度４件実施した。魅力的な教材を商
業科・生活デザイン科と協力して作成する。今年度広報活動について、
他の分掌と連携することができたが次年度はさらに連携を強化し、広報
活動を強化していく。

・授業は基礎基本を重視した学習を継続し、１・２年でしっかりした基
礎知識を定着させる。また、２・３年の応用科目や課題研究等の活動を
発展させる。
・新たな取組である「起業家育成プログラム」について、２年次の実践
と３年次の計画（集大成）を具体的なものにするため内容や実施方法を
検討する。
・グループ活動は、簿記などの会計分野においても積極的に実施する。
・ＩＣＴ活用は一人一台端末が整備されたことにより、教材選びや活用
のための準備が必要不可欠である。
・筑豊フェスティバルや課題研究生徒実践発表会、その他の行事におい
ても他教科の先生方に協力していただける体制作りを行う。
・課題研究生徒実践発表とブロックマッチなど行事日程が重なり、集中
して行事に取り組めない状況を改善する。
・広報活動は、クラス役員や部活動等に係を設置し、年間を通じた継続
的な活動にしていく体制作りをする。
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A新しい人間関係の構築において、主体的な居場所を模索し、いつでも援助希求できる体制を整える。

生徒の状況について情報の共有と対応の一元化を図るとともに、学校、家庭、関係機関との連携を図り、安心安全
に生活できるよう丁寧に対応する。

・年間を通じて実践してきた基本的習慣（挨拶、言葉遣い、時間管理、
手帳の活用等）の定着について、生徒間に差があることを認識し、次年
度に向けて更なる取り組みを検討していく必要がある。

・授業や学校生活において、「話を聴く」ことを大切にしてきたが、そ
の言葉の中にある「意味」や「理解して行動できる」ところまでが十分
に定着できていないことが課題である。

・クラス担任を中心に生徒との面談や、家庭との連携を密に行った結
果、生徒の積極的な姿勢と家庭の教育活動への理解が見受けられ、充実
した教育活動が展開できた。

挨拶の役割を理解させ、人間関係構築
力を身につけさせ、誰からも愛される
人間の育成

体験的な宿泊学習を挨拶や時間感覚等の基本的生活習慣を確立させる場としてとらえ、継続させる。

第１学年

体験的な学習等による帰属意識及び忍
耐力の育成

挨拶や言葉遣いを中心に礼儀の大切さを理解させ、歴史ある筑豊高校の生徒である自覚と誇りをもたせる。

B集団生活における校則の意義や意図を理解させ、敬意や感謝の気持ちをもつ姿勢を育む。

学校行事や地域の校外活動を通して、協調性やリーダー性、主体性を育む。

授業規律の確立に基づく、学習意欲の
向上

チャイム席ゼロを目指し、休み時間内での授業準備や環境整備の意識を養う。

B話を聞く姿勢を徹底させるとともに、記録の意義を理解させ手帳の活用を促す。

学期の一度、個人面談の中で現状把握や、進路に関する様々な選択肢を提供する。

第２学年

基本的生活習慣の確立及びリーダーの
育成

元気の良い挨拶や校則遵守の徹底を促し,中堅学年として学校行事の中心となるような生徒の育成を目指す。

B

B

学年掲示板や手帳を有効に活用し、生徒自身が見通しを持ったスケジュール管理ができるよう指導していく。

担任による個人面談や学年、学校全体による情報共有等、個に応じた指導や支援の充実を図る。

基礎学力の向上

環境美化を徹底し、落ち着いた学習環境づくりによる学習意欲の向上を目指す。

A
定期考査前の目標設定と考査後の振り返りを通し、学習意識の高揚を促す。
（５分学習を有効に活用する）

クラスの枠を越え、学年全体で日頃から声かけを行い、意欲的に学習に取り組む習慣をつけさせる。特に課題や提
出物については徹底していく。

キャリア教育の充実と希望進路の決定

進路指導部と連携し、計画的なキャリア教育を行い、進路意識の向上を図る。

Bインターンシップやオープンキャンパスを体験させることで、希望進路の決定に結びつけさせる。

様々な資格取得への挑戦を推進し、自己実現に近づくよう支援していく。

自己評価及び学校関係者評価を踏まえた今後の改善策 評価項目以外のものに関する意見

B

社会の動向に目を向けさせ、社会が取り組むべき課題について、自分の考えをまとめ、その改善方法を考察する力
を育成する。（学年統一体系的課題の実施）
周囲への配慮を怠らず、礼儀や規範意識に基づいて、自己の役割を果たしつつ、他者に貢献しようとする態度を育
成する。

リーダーシップとフォロワーシップの
醸成

生徒会、各種委員会を活性化し、課題を発見・分析・解決に向けた実行力を育成する。（課題発見・解決能力の育
成）

計画的なキャリア教育を実施し、生徒が自主的に進路実現に向けた活動ができる環境を整備する。

生徒一人ひとりの進路について、生徒・保護者・学年が連携を密にし、必要に応じた面談や情報提供を実施してい
く。

希望進路の実現

進路先の情報を適切に取捨選択を行い、自ら希望進路実現に向けた活動を計画し、取り組ませる。

B

第３学年

地域社会に貢献し、社会の変化に対応
できる人間力の伸長

自身の可能性を含めた肯定的な理解に基づき、主体的に行動すると同時に自らの思考や感情を律し、かつ、自己の
成長のために進んで学ぼうとする力を育成する。（自己理解・自己管理能力の育成）

B

新入生プログラムを基礎とし
た３年間を見通した生徒の育
成を期待します。
　

・集会やホームルーム及び研修等を通じて、登下校、通勤時や教育環境及び教育活動におけるリスクをマネジメントできる生徒と職員の危機管理体制を構築する。また、多様な教育活動から生徒相互の理解と尊重を促
し、生徒一人ひとりが安心・安全で居場所のある学校を作るため、多様性を認め合い、自他の人権を守ろうとする実践力・人権感覚を育成する。そして特別な支援を要する生徒や不登校等の生徒への手厚い指導をＳＣ・
ＳＳＷと連携し、誰一人取り残さない個別最適な生徒指導を推進することによって、転退学のない信頼される学校づくりに努める。
・教職員一人ひとりが生徒と向き合える時間を確保し、やりがいと充実感をもって教育活動に取り組めるよう、行事や業務の精選、業務量の平準化、外部専門家の活用、組織での対応等を推進し、週休日には心と身体を
休める時間を確保する。また、管理職や各部課長のリーダーシップのもと、「チーム筑豊」として風通しのよい職場環境づくりに努める。
・観点別評価を有効に活用し、生徒の学びに向かう主体性を育成する。主体性を基軸として基礎的・基本的な学力の定着を図り、ＩＣＴの活用や習熟度、ＴＴ、ＡＬ型授業などを手段とした授業改善に取り組む。また、
教科内連携による指導法の共有や専門研修及び公開授業等を活用した教職員のスキルアップを図り、個別最適な学びと協働的な学びを推進する。
・各科の特色ある取組や学校行事、生徒会活動、部活動及びボランティア活動等を通して、自己有用感や自尊感情、コミュニケーション能力及びチャレンジ精神を育成し、鍛えてほめることにより生じる自己肯定感や達
成感を味わせ、筑豊高校生としての帰属意識を涵養する。
・自己の進路を切り拓くキャリア教育と職業教育を充実させ、成年年齢引き下げの自覚のもと社会生活に主体的に参加する態度と能力を育成するとともに、第１希望進路の実現を目指す。また、３年間の計画的、継続的
なキャリア教育と職業教育を展開し、オープンキャンパスやインターンシップ及び応募前職場見学等に積極的に参加する生徒を育成する。
・コミュニティ・スクール初年度として、専門教育や産業教育を活用した「実学の筑豊」をアピールすべく地域創生をテーマに、本校の専門性を活かした地域社会への貢献活動を行い、地域に密着した学校づくりを行
う。地域連携についてはできる事とできない事を精選し、職員のワークライフバランスの取れた働き方とリンクできるように留意する。
・募集定員の確保を目標として、１年間を通して計画的、合理的な中学校訪問やオープンスクールを実施する。また、学校ホームページやＳＮＳを活用した広報活動を充実させ、専門高校としての魅力や特色を様々な場
面で発信していく。

・１８歳成人年齢としての自覚と、最上級生としての自覚について、す
べての生徒がしっかり自覚をして高校生活を送らせることができなかっ
た。その結果、転学などの進路変更を行った生徒や生徒指導等の特別指
導が必要であった。
・学校行事については、様々な場面で生徒たちの能力を発揮できる場面
を設定していただいた。生徒たちも周囲と協力しながら準備の段階か
ら、進める姿が見られた。しかし、クラス・学年を超えると入念な打合
せができておらず、状況によっては、互いを尊重しながら対話ができな
い場面や円滑にすすめることができない場面が見られた。日頃からクラ
スを超え協働する場面を設定する必要があると考えられる。
・進路指導については、学年だけでなく関係分掌、すべての先生方のお
かげで、就職希望者、進学希望者ともにスムーズに就くことができた。
今後、未決定者の進路実現に向け、指導を行っていく。

・中堅学年として、落ち着いた学校生活を送ることができた。また、学
校行事はブロックマッチや体験入学など中心となって活躍する様子が見
られた。学年の職員間の情報共有もできており、トラブルへの対応も早
くできた。来年度は最高学年として全員の希望進路実現を目指す。その
ためにキャリア教育部と連携し、自身の進路について理解を深めさせ
る。
・SNSをはじめとしたネットトラブルが若者の間で増加している現在、
SNSの活用方法やソーシャルスキルについてしっかりと指導を行い、自
他ともに大切にできる生徒の育成に取り組む。
・学校行事については下級生へ引き継いでいけるようリーダーシップを
発揮させる。今年度転退学者が多数出たため、次年度は生徒観察や保護
者との連携を強化し、全員が卒業できるように学年団全員で指導にあた
る。

　早い段階でインターンシッ
プを行うことは効果的であ
る。
　社会人３年、５年経験した
卒業生の話を聞くことは職業
観を養う上で大変効果があ
る。

　進路実現１００％は評価で
きる。

　コロナ禍の中、一番つらい
時期を過ごした学年であった
がフェスティバルウィークや
課題研究実践発表会では他学
年のお手本となる姿を見るこ
とができました。今後の活躍
に期待します。

　生徒の学校満足度の向上を
目指してほしい。

A
学校行事の企画・運営に携わることで、周囲への配慮を怠らず、他者を巻き込み協働する姿勢を身に付けさせる。
（働きかける力の育成）

集団の中での自己の役割を理解した上で、互いを尊重した対話ができる環境を形成する能力を育成する。


